


広報たまかわ平成8年7月

受
賞
の
感
動
を
永
遠
に

5
月
mu
日
に
会
津
若
松
市
で
開
か
れ
た
県
下
消
妨
大
会
に
お
い
て
、
県
内
の
最
優
秀
消
防
固

と
し
て
村
消
防
団
が
福
富
民
友
新
聞
社
「
民
友
旗
」
受
藁
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

そ
の
受
翼
を
祝
う
祝
員
会
が
、

6
月
初
日
午
後
3
時
か
ら
マ
i
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
盛
大
に
聞

か
れ
ま
し
た
。
祝
員
会
に
は
、
歴
代
の
消
防
団
長
を
は
じ
め
、
消
防
団
員
、
村
関
係
者
、
県
と

石
川
管
内
町
村
関
係
者
約
1
6
0
名
が
出
席
し
晴
れ
の
受
費
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

福
島
民
友
新
聞
社
よ
り

民
友
旗
捜
与
パ
ネ
ル

が

贈

呈

祝
賀
会
で
は
、
車
田
村
長
が
「
歴
代
団
長
の

統
率
の
下
に
一
致
団
結
し
て
組
織
の
強
化
、

施
設
整
備
の
充
実
に
つ
と
め
て
今
回
の
受
賞

に
結
び
つ
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
を
契
機

と
し
て
、
消
防
団
の
使
命
の
重
大
さ
を
深
く

認
識
し
、
一
層
の
精
進
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
次
に
佐
久
間
団
長
よ
り

「
今
回
の
受
賞
は
、
村
当
局
を
は
じ
め
村
議
会

並
び
に
諸
先
輩
と
村
氏
皆
様
の
長
年
に
わ
た

る
消
防
団
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
で
あ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
福
島
氏
友
新
聞
社
の
木
下
降
社
長

か
ら
佐
久
間
団
長
に
「
民
友
旗
授
与
パ
ネ
ル
」

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
小
林
県
中
地
方
振
興
局
次
長
を
は

じ
め
、
大
野
県
議
会
議
員
、
塩
田
県
議
会
議
員
、

穴
沢
県
消
防
協
会
長
、
関
根
石
川
地
方
町
村

会
長
(
平
田
村
長
)
、
永
瀬
県
消
防
協
会
石
川

支
部
長
、
渥
美
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

消
防
長
、
安
島
石
川
警
察
署
長
、
高
林
村
議

会
議
長
か
ら
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

関
根
副
団
長
よ
り

祝
賀
会
で
は
、
今
回
の
民
友
旗

受
賞
ま
で
の
経
過
が
関
根
副
団
長

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

戦
前
の
警
防
団
の
時
代
か
ら
現
在

ま
で
の
消
防
団
の
組
織
、
施
設
整

備
、
各
表
彰
・
竿
頭
綬
の
受
賞
な

ど
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
、
玉

川
消
防
団
の
歴
史
を
顧
み
て

出
席
者
も
改
め
て
受
賞
の
喜

び
を
新
た
な
も
の
と
し
て
い

ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
前
村
消
防
団

長
の
大
竹
さ
ん
の
音
頭
で
乾

杯
を
し
て
、
受
賞
の
喜
び
と

と
も
に
今
後
の
村
消
防
団
の

発
展
と
予
防
消
防
を
菩
い
合

い
ま
し
た
。

平成8年7月

玉川村消防団の現育勢力
平成8年4月1自現在

世局 帝 数 1，758戸

A 口 7，812人

消防団員数 305人

分 問 安支 11 

自動車ポンプ数 3台

小型積載車 8台

小型動力ポンプ 11台

水槽 20立方米| 11基

水槽 40立方米 41基

;首 火 十全 115基

広報たまかわ
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の皆さんも感概ひとしおのようすでした。
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平成8年 7月

一段
刊誌
一心
一l
w女
子
剣
道
で
優
勝

平
成
8
年
度
の
中
体
連
石
川
+
支
部
総
合
体
育
大
〈
云
は
、

6
月
5
日、

6

日
の

2
日
間
、
石
川
町
を
メ
ー
ン
会
場
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
大
〈
一
訟
で
は
、
泉
、
須
釜
の
両
申
掌
校
が
大
活
躍
、
各
種
目
で
よ
位
入

員
を
果
た
し
ま
し
た
。
詳
し
い
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

@

野

球

優

勝

泉

中

学

校

@女ヱ
J

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

泉

中

学

校

準
優
勝
須
釜
中
学
校

@

卓

球

(
男
子
)

・
個
人
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝

八
代
雄
嗣
・
遠
野
卓
也
組

(
須
釜
中
)

広報たまかわ平成8年7月

会 長 却周隼記念車業金主盟主堂宇

広報たまかわ

須釜中創立50需年記念事業実行委員会からのお知らせ

昨年、創立50周年記念事業準備委員会を結成し、

今年 4月に実行委員会に切り替えました。記念事業

費を400万円に設定して、歴代PTA会長をはじめ、

地区民、 PTAが一丸となって寄付を募り、事業の成

功に向けて取り組んでおりますので、ご支援とご理

解を賜りますようよろしくお願いします。

午前 8時30分~

泉中創立50周年記念事業実行委員会からのお知らせ

平成 8年 5月24日(金)開催の実行委員会の結果、

〔記念事業計画〕を皆様にお知らせいたしますのでご

協力とご理解をお願いいたします。

(1 )-記念式典

平成 8 年10月 27 日(日)午前 8 時30分~9 時10分

(2) 記念事業

①記念品

・関係者と i隊員に同窓会名簿を贈る 0

・中学校に備品を贈る。

②記念誌

・50年の歩みを綴る 0

・500部作成する予定。

③同窓会名簿の作成

・第 1回卒業生から第50田卒業生までとする 0

・作成は業者に任せる。完成は 8月末の予定0

・希望する人は、 l冊3.840円で購入してI員く 。

④学校祭時の文化事業に援助する。

@須釜中学校と合同で、ピアノリサイタル、

自のピアニシャン大島彰氏の講演会。

-
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝

鈴

木

睦

(

須

釜

中

)

・
倒
人
シ
ン
グ
ル
ス
第
3
位

関
根
良
里
子
(
須
釜
中
)

・
個
人
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝

鈴
木
弥
生
・
榊
枝
由
紀
子

(
須
釜
中
)

@
女
ウ
ウ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
3
位

泉

中

学

校

@

剣

道

(
男
子
)

・
団
体
準
優
勝

須
釜
中
学
校

・
個
人
第
3
位

石

井

清

智

(

泉

中

)

(
女
子
)

-
団
体
優
勝
泉
中
学
校

・
団
体
第
3
位
須
釜
中
学
校

・
個
人
準
優
勝

ア
行
井
明
子
(
泉
中
)

・
個
人
第
3
位

石
森
美
由
紀
(
須
釜
中
)

・
個
人
第
3
位

須
藤
美
幸
(
泉

@

柔

道

(
男
子
)

軽
軽
準
優
勝

軽
中
準
優
勝

タ

第

3
位

中

森
隆
行
(
泉
中
)

小
針
貴
史
(
泉
中
)

大
竹
正
和
(
泉
中
)

石森春 男(須釜中PTA会長)実行委員長仁井回保雄(泉中同窓会長)実行委員長

以
上
の
団
体
及
び
個
人
と
男
子

剣
道
個
人
5
位
草
野
孝
弘
、

7
位

塩
沢
康
行
、
女
子
剣
道
個
人
5
位

鈴
木
祐
子
、

8
位
太
田
智
子
(
い

4 

ず
れ
も
須
釜
中
)
は
、

6
月
凶
日

に
行
わ
れ
た
県
南
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

画
県
南
太
会
で
大
活
躍

務
家
帰
郷
娘
細
順
調
時
四
一
鍵
務

女
子
剣
道
置
・
女
子
バ
レ

I
E

で
鈴
木
陸
選
手
(
須
釜
中
)
が

8
位

入
賞
を
果
た
し
県
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
ま
し
た
。

県
大
会
は
、

7
月
幻
日
か
ら
M

日
ま
で
、
剣
道
が
棚
倉
町
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
郡
山
市
、
卓
球
が
白

河
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

中
体
連
県
南
大
会
は
、

6
丹
ぬ

日
に
白
河
市
を
メ

i
ン
会
場
に
開

か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
石

川
・
東
白
川
・
西
白
河
の
各
支
部
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
団
体
及
び
個
人

が
出
場
。
競
技
の
結
果
、
女
子
卓

球
個
人
ダ
ブ
ル
ス
で
須
釜
中
の
鈴

木
弥
生
選
手
と
榊
校
由
紀
子
選
手

の
ベ
ア
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
須
釜
中
は
、
女

子
剣
道
団
体
で
準
優
勝
、
個
人
で

石
森
美
由
紀
選
手
が
準
優
勝
。
女

子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
3
位
と
な
り

県
大
会
出
場
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し

ま
し
た
。

泉
中
も
女
子
剣
道
団
体
で
3

位
、
個
人
で
須
藤
美
幸
選
手
が
3

位
、
石
井
明
子
選
手
が
5
位
に
入

賞
し
県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
のま

た
、
卓
球
女
子
シ
ン
グ
ル

ス

〆?ララ
ユ::.:1::'-'で--~ . 句 F

一竺 ' ♂ 
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'-帽偏.闘闘がF

さ
る
6
月

5
E
に
古
殿
町
立

田
口
小
学
校
で
石
川
地
区
交
通

安
全
協
会
と
石
川
警
察
署
主
催

に
よ
る
第
回
回
石
川
地
方
交
通

安
全
子
供
自
転
車
大
会
が
関
か

れ
ま
し
た
。

石
川
郡
内
の
小
学
校
か
ら
7

チ
1
ム
(
1
チ
l
ム

4
名
編
成
)

が
参
加
し
て
、
学
科
テ
ス
ト
、

安
全
走
行
テ
ス
ト
、
技
能
走
行

テ
ス
ト
に
よ
り
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

(1) 記念式典

平成 8年10月初日(日)

(2) 記念事業

①創立50局年記念誌(同窓会名簿含)の作成

②記念品

・中学校に校旗の贈呈をする。

③演劇鑑賞会の開催

・劇団プーポによる演劇の上演会を行う 。

④学校祭時の文化事業に援助する。

・泉中学校と合同で、ピアノリサイタル、盲

目のピアニシャン大島彰氏の講演会。

競
技
の
結
果
、
玉
川

一
小
A

チ
l
ム
が
優
勝
し
、
平
成
3
年

度
の
第
日
回
大
会
か
ら
6
年
連

続
優
勝
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
部
門
で
も
真
弓

英
樹
君
(
蒜
生
)
が
優
勝
、
曲
山

幸
則
君
(
蒜
生
)
が
準
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
玉
川
一
小

A
チ
!
ム
は
、
県
南
大
会
へ
出

場
し
ま
し
た
。

〔
玉
川
一
小
A
チ
ー
ム
〕

@
真
弓
英
樹
君
⑥
(
蒜
生
)

・
矢
吹
寿
洋
君
⑥
(
小
高
)

・
曲
山
幸
則
君
⑥
(
蒜
生
)

・
倉
鎌
聡
君
①
(
岩
法
寺
)

(
O数
字
は
学
年
)

宙
開
宥
冨
郁

g
値

7
月
6
日
(
日
)
に
郡
山
市
の

朝
日
小
学
校
を
会
場
に
県
南
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
団
体
で

は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し

た
が
、
個
人
で
真
弓
英
樹
君
が

第
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、

5
年
生
の
倉
鎌
聡
君

が
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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平成8年 7月

"
村
を
美
し
く
“
を
合
言
葉
に

広報たまかわ

玉
川
村
花
い

っ
ぱ
い
運
動
協
議

会
で
は
、
5
月
弘
司
に
平
成
8
年

度
の
事
業
計
画
を
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
計
画
に
よ
り
去
る

6
月
訪
日
か
ら
お
日
ま
で
の
9
日

間
に
わ
た
っ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
を

は
じ
め
村
内
犯
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
花
の
苗
の
地
植
え
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

地
植
え
作
業
は
、
ほ
ぼ
昨
年
と

同
じ
割
当
て
箇
所
に
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
花
井
部
会
に
委
託
栽
培

林野庁長官賞

6月19日(水)、埼玉県久喜市の久喜総合文

化会館にて第29回全農乾椎茸品評会が聞かれ

さ
れ
た
マ
リ
l
ゴ
ー
ル
ド
、
サ

ル
ビ
ア
の
苗
が
植
栽
さ
れ
ま
し

た。
今
回
、
地
植
え
さ
れ
た
苗
は

約
4
万
本
。
マ
リ
1
ゴ
ー
ル
ド

も
サ
ル
ビ
ア
も
昨
年
よ
り
は
や

や
小
振
り
の
種
類
と
な
り
ま
し

た
が
、
色
の
種
類
を
増
や
し
た

り
、
植
え
つ
け
の
配
列
な
ど
に

工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

植
栽
さ
れ
た
草
花
は
、
梅
雨

の
雨
水
を
吸
い
取
り
、
色
と
り

ど
り
の
花
を
咲
か
せ
始
め
て
い

ま
す
。

フ

栽

平成8軍 7月広報たまかわ

花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会
で

は
地
植
え
の
ほ
か
に
プ
ラ
ン
タ

l
の
植
栽
も
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
、
約
3
0
0
鉢
の
プ
ラ
ン
タ

ー
に
ペ
チ
ユ
ニ
ア
の
植
栽
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
タ
l
で

栽
培
さ
れ
た
花
は
、
開
花
時
に

村
内
の
各
公
共
施
設
に
飾
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

可
憐
な
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が
勢
ぞ
ろ
い

と賞 た 定 て 査 一 芸 た が に も 出 た が 野 れ シ が た回セ自
お者な 。さ各員さのち行、の品 。訪草多ダ丹会 。玉ン、玉
りはお れ賞とん小ばゎ競をさまれフく類精場 川タ 30川
。次、 まがなが針なれ技対れ p まアのな込に 山!日山
の受 し決つ審正園、会象た二しン山どめは 野 産 の野

2 た、 草就両草
3 ウ山 ;展室日会
4チ野)にで、

ヨ草 を ず 村は
がウ会 開¥就
展ラの き「業 6
示ン会 ま 第 改月
さや員 し 40善 29

6 
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事8てヨ軍サ主コ亀亀2宝三t 主 賞主島義子宮主 ;万力 Eリ 長

E宅全ヨ. 童金主三重安 賞 員 ~さ苫司‘ 賞

福

大 双久保木徳雄 車持石
村 l山J¥ 慧 i膏 ;高 重 |一

田 野里 田ス 越 田 野 井 井 田
般の部

瑞 勝ト 登ィ吾 正タ 光 良 1専 持吊，.， 
チウ

夫 良ク 茂 臣 U 五雀 {の 道 代
ヨ

車 大 育 車

形の造部
ウフン

田 野 貿 田

光 勝 常

雄 良 勝 代

軍大溝伊石 主主双 奥 J膏

田野井東芝 田里 野 井
般山野草

光勝 1等教ミィ子 常卜 四 JミιロA 

雄 良道芸 代ク 虫日 男

車大

小山田タIj 

車

保木檀瞳生

水車 奥 }青

踊;の剖査田越 田 野田 野 井

究一 光 安常 四 良

ミ子二 雄 親 11; Els fφ 

玉
川
村
農
業
委
員
会
委
員
一

般

選
挙
は
、
7
月
2
日
の
告
示
日
に

立
候
補
届
出
の
受
付
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
日
名
の
届
出
が
あ
り
ま
し

た
c

選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
日
名

を
超
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
7
月

7
日
午
前
9
時
に
役
場
北
庁
舎
で

選
挙
会
を
開
き
、

4
人
の
選
挙
立

会
人
の
も
と
で
奥
野
義
章
選
挙
長

が
当
選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
向

日
午
前
9
時
初
分
か
ら
当
選
証
書

付
与
式
が
関
か
れ
当
選
者
に
当
選

証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
当
選
さ
れ
た
委
員

の
任
期
は

7
月
初
日
か
ら
3
年
間

と
な
り
ま
す
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(立
候
補
届
出
願
、
敬
称
略
)

闇
谷

一房
夫

無

現

ω

関

根

正

敬

無

新

臼

岩

谷

利

秋

共

現

必

矢

部

茂

政

無

現

日

須
釜

寄

男

無

新

日

須 j頼塩田小 高 鈴溝
藤谷淳子林林木井

利武良武仙邦茂銭
夫義園幸治男夫粥

新新現新現現新現

47 55 57 46 57 51 56 56 

ました。

本村から先に県の品評会で知事賞を受賞(5 

月号に掲載)した馬上久光さんの「花どんこ」が

出品され、林野庁長官賞を受賞しました。今

回の品評会には、 全国から各県の予選を通っ

てきた約1，000点が出品されました。林野庁長官賞は、

農林水産大臣賞に次ぐもので「花どんこ」の部の全国第

2位ということになりました。

6月初日に役場を訪れ村長に受賞 を報告しました。

「さすがに全国大会はレベルが高いです。上の人(農林

水産大臣賞受賞者)との差は、かなり聞いているんです。」

と謙遜しながらも、日本ーへの意欲がうかがえました。

評価のポイントとしては、傘の裏のヒダを立たせて

色も山吹色のような色を出すことが必要だそうで、報

告を受けた村長も「玉川の林産品の高品質が立証されま

した。今後とも技術の向上に努めてくださいJと激励し

ました。

生延盤処鑑盆正鑑鮭鑑
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九チ

七
夕
を
間
近
に
控
え
て
空
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
内
で

J
A
L
(
日

本
航
空
)
七
夕
祭
り
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
行
わ
れ
、
い
ず
み
幼
稚
園

の
は
な
組
と
ほ
し
組
の
園
児
必

名
が
笹
竹
に
短
冊
や
七
夕
飾
り
を

行
い
ま
し
た
。

短
冊
は
、
先
に
行
わ
れ
た
父
兄

参
観
日
の
際
に
親
子
で
そ
れ
ぞ
れ

の
願
い
ご
と
を
書
い
た
も
の
が
飾

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

父
兄
の
短
冊
は
、
ほ
と
ん
ど
が

「
健
康
」
「
元
気
」
「
丈
夫
に
」
の
文
字

が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
短
冊
に
は

将
来
の
職
業
や
ほ
し
い
オ
モ
チ
ャ

の
名
称
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
飾
り
つ
け
に
は
、

J
A
L
の

グ
ラ
ン
ド
ホ
ス
テ
ス
が
浴
衣
姿
で

園
児
の
飾
り
付
け
を
手
伝
い
ま
し

た。
七
夕
飾
り
は
、

7
月
7
日
ま
で

J
A
L
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

り|

こ
の
日
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

せ
い
こ

の
介
護
者
教
室
に
佐
藤
清
子
さ
ん

(
十
一
弥
生
)
と
須
釜
小
学
校
の

6
年
2

組
の
児
童
幻
名
(
増
子
宏
子
先
生

担
任
)
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
新
邦
楽
舞
踊
若
泉

流
指
導
員
の
佐
藤
さ
ん
が
舞
踊
を

抜
露
し
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
衣
装

と
華
麗
な
舞
に
利
用
者
か
ら
盛
ん

な
拍
手
と
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し

た。
午
後
は
、
須
釜
小
の

6
年
生
と

利
用
者
と
が
「
お
は
じ
き
」
や
「
折

り
紙
」
、
「
お
手
玉
」
な
ど
の
昔
遊

び
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま

し
た
。こ

の
日
の
利
用
者
は
、
四
辻
地

区
と
青
井
沢
地
区
の
皆
さ
ん
で
、

「
と
て
も
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」
と
大
変
喜

ん
で
い
ま
し
た
口

佐
藤
さ
ん
は
こ
の
臼
を
含
め
て

4
日
間
、
ま
た
、
須
釜
小
の

6
年

1
組
と

5
年
生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。

平成8年7月広報たまかわ

小学生陸上競按県南大会
400Mリレー

第12回全国小学生陸上競技交流大会県南地区予

選会が白河市の白河中央スポーツ公園i箆上競技場

で行われました。

大会は、県南地区36校41チームが参加して行わ

れ本村ーから玉)11第一小学校が400メートルリレー

に第 1走者小針尚君 (rll)、 第 2走者曲山和宏君

(蒜生)、第 3走者斎藤丈典君-(中)、アンカー小

針和章君(中)、補欠真弓英樹君(蒜生)の 5名の

選手をエントリーしました。

玉一小チームは、予選第 2組を 1位で通過、決

勝戦では、 56秒 7の記録で見事第 3位に入賞しま

した。顧問の阿部先生も「個々の力が十分発揮で

きて入賞することができました。県大会でも十分

に力を出してがんばりたいと思います」と話して

いました。

県大会は、 7月28日(日)に鏡石町の鳥見山陸

上競技場で行われますc

8 

と
対
戦
し
、
得
意
の
メ
ン
を
決
め

て
見
事
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

小
針
さ
ん
は
、
現
在
、
剣
道
五

段
で
、

3
年
前
の
同
大
会
で
も
優

勝
し
て
い
ま
す
。
自
身
の
練
習
の

ほ
か
に
、
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

に
は
、
玉
川
村
少
年
剣
友
会
の
指

導
者
と
し
て
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
今
回
優
勝
で
き
た
の
も
毎
週

一

緒
に
練
習
し
て
く
れ
る
子
供
た
ち

の
応
援
の
お
か
げ
で
す
。」
と
喜
び

を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

9
月
に
石
川
県
金
沢
市
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
で
の
健
闘
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

の
優
勝
、
準
優
勝
チ
l
ム
は
、

7

月
比
日
に
平
田
村
で
行
わ
れ
る
石

川
郡
大
会
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

j
小

高

準
優
勝
j
中

3

位

1
川

辺

@
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

i
小

高

準
優
勝

1
南
須
釜

位

i
川

辺

崎町
|大民l

J問 、J

区;
カミ;
;ア:
;ペ
-::;::，¥9) 

fク
_-ν 

第
初
回
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
と
第
お
田
村
民
家
庭
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
は
、
玉
川
村
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
玉
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
凶
チ

l
ム、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
日
チ
1
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
大
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
と
も
小
高
チ
l
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ

第42回福島県消防操法競技会石川支部大会は、 7月

28日(日)石川町民グラウンドで行われます口本村か

らの出場団員の団結式が村就業改善センターで聞かれ

ました。

今回出場するは、小型ポンプの部に北須釜分間(瀬

谷房之分団長)、ポン プ車の部に南須釜分間(大野進

分団長)が出場しますc

式では、車田村長と佐久間団長から激励のあいさつ

のあと村と消防団から激励金が贈られました。

出場団員は次のとおりです。 (敬称略)

・小型ポンプ車の部 .ポンプ車の部

指揮者 草野直幸 指揮者大野

1番員 鈴木政義 1番員大越

2番員 小針 和之 2番員小原

3番員矢吹 正 3番員近内

補充員鈴木 正 4番員関根

補充員阿部

幸

一

典

浩

宏

平

政

健

久

正

和

公

3 
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みんなでつくろう!うつくしま未来博
やさしいまちづくり推進資金

申込み受付申
とうつく しま、ふくしまミ県民運動のシ

ンボル事業「うつくしま未来樽jは、と美しい

空間 美しい時聞とをテーマに、 21世紀ス

タートの年である平成13年は(西暦2001年)

に開催されます。

会場は、須貫川市が福島空港近くに整備

を進めている須費)11テクニカルリサーチガ

ーデン用地内、期間は 7月から10月にかけ

ての約90己間で、福島県の総人口程震の入

場蓄を目標にしています。

との未来博では、貨の高いうイフスタイ

ルの実現を司能とする新しい地域づくりに

ついて、みんなで考え、発信していくこと

にしています。

このため、皆さんから「未来博ではとんな

ことをjという夢やアイディアをいただきた

いと思います。どのような御慧男でも結構

です。お気軽にお寄せください。

ヂ960-70 うつくしま未来博協会

(福富県企画調整部企画調整課うつくしま未

来博準備室内) FAX0245-21-7911 

TEL0245-21-7094 

分譲住宅の募集

人にやさしいまちづくりを推進するため、

お年寄りや体の不自由な方に配慮した民間

の建物の新築・増改築工事仁、資金の低利融

資を行っています。

個人事業税の

納期のお知5せ
個人事業税とは、個人で事業を行ってい

る万に課税される税金です。

個人事業税は、第 1期分が8月末日、第

2期分が11月末巳と通常2期に納期限が定

平成 9年度須賀川地方広域消防組合消防職員(高卒程度)

採用候補者試験を次のとおり実施します。

※職種及び採用予定人員

消防職若干名

※受験資格

昭和46年 4月 2日から昭和54年 4月 1日までに生まれた者

@eo 
消防職員募集

保
V

霞

ヘ保
一
濁
一
須
一…
圏

fIJ圃-司!Aの健康ごよみ
3歳児健診

午後 1時

ツベルクリン反応検査

午後 1時

ツベルクリン反応検査

午後 1時

30BC火)

31日(水)

惨年率 3%で、 5千万円まで融資できます。

砂融資の対象となるのは、高居、猷食庖、

旅館、理容所、美容所、薬局など、不特定

多数の方が利用する建物へ、自動ドアやス

ロープ、車いす用トイレなどを設置する工

事です。

砂お申し込みは、東邦・椙島・大東の苔銀行

又は県内各信用金麗まで。

砂お問い合わせは、県庁長寿社会対策室又

は最寄りの県社会福祉事務所、いわき地方

振興局まで。

福島県医務詣祉課長寿社会対策室

〒960-70 福島市杉妻町2-16 fi0245-

21-7277 FAX 0245-21-7958 

福島県住宅供給公社では、次のとおり分

譲住宅の購入者の先着順受付の募集をして

います。

※募集団地:赤坂団地

※募集物件:一般分譲住宅(売建)----注文住宅

のように建てられる方式です。

なお、第2期宅地分譲を9月下旬頃募集す

る予定です。

※お問い合わせ先 玉川村役場企画財政課

(ft0247 -57 -4629) または、福島県住宅

供給公社販売促進課(ft0245-21-5520)

思給欠格者の皆様ヘ
内閣総理大臣名の書状等が贈呈されます

平和祈意事業特別墨金(総理府所管の認司

法人)では、思給欠格者(恩給法でいう旧軍

人軍属とあって、年金たる恩、給又はi日軍人

軍属としての在職に関連する年金たる給付

を受ける権利を育しない者)のうち、下記の

対象者の方に内閣総理大臣名の書状等を贈

呈する事業を行っています。

記

対象者

外地等における勤務経験を育
しないが、加算年を書めた珪
職年が3年以上の恩給欠揺

女詳しいことは、役場住民課にお問い合わ

せ不さい。

められておりますが、舎年の第 1期分の納

期限は、休日となっておりますので9月2
日(月)となります。

納税は、県中地方振興局県税部から送付

される納税通知書により、最寄りの金融機

関から納期限までに納めてください。

なお、便利な口座振替制度もありますの

で、県中地方掠興局県税部にお申込みのう

えご利用ください。ただし、今回との口座

振替制度の利用を申し込まれますと、第2
期分から口座顕替となります。

お問い合わせ先 福島県県中地方振興胃県

税部 TEL(0249) 35-1241・35-1251

お盆のし尿汲み取りと
ごみ収集のお知らせ

・し尿~&み取り
お盆前にし尿汲み取り需望の方は8月2

日(笠)までに申し込んでください。 8月14、
旬、 16自は汲み取作業は行いません。

@ごみ収集

8月14、15、16日も平常どおり行います。

石川地方笠活環境施設組合

玉川駐在所か5のお知らせ

オウム真理教特別指名手配者が本村近

隣に立ち寄る司能世があります。

お1e，1当たりの場合は、至急110語へ

または、フリーダイヤル0120-006024 

(オオムワ24時間)までご一報くださいc

※試験の方法

① 第 1次試験…筆記試験(高卒程度)

②第 2次試験…第 1次試験合格者に対して口述試験、体力

検査、健康診断。

※試験の期日及び場所

①第 1 次試験~ 9 月 22 日(日)須賀川市役所

②第 2 次試験~11月上旬の予定

詳しいことは、須賀川広域消防本部総務課職員係

(包0248-76 -3111)までお問い合わせくださいc

保

一国

保

亘

一A

侶明
、
…混

一保
)

壱

すくすくクラブ

午前9時30分~

ツベルクリン判定及びBCG接種

午後 1時~

ツベルクリン判定及びBCG接種

午後 1時

乳児健診

午後 1時~

股関節脱臼健診

午後 1B寺"'2時

.8月

1日(木)

2巴(重)

議:須釜公民館

9日(愛)

14日(水)

皐:保健センター

翁 :石川保健所

:受付時間

寄付ありがとうございます
下記のjゴ々 から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚 く御礼申し上げます。

1万円
5万円
2万円
2万円
3万円
2万円

(村社会福祉協議会)

記

・鈴木正賢さんから東京玉/11会総会のi祭に
・中の小針掌勇さんから

・南須釜の大木義雄さんか ら

・竜IIJ.去の馬上 進さんから

・岩法王子の矢吹常告さんから

・南須釜の大野清ー人さんから

(6月届出分)

保護者名

j告範

幸 二

克彦

中也

誠

弘 道

お誕生おめでとうございます
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募集種目 資格 受付 試験日 試験 、で 待遇・その他

高卒未(見満込者) I 8月1日 l 次次 9 月23 日 入隊後、約 6年で 3等
航空学生 2 'jJ( 10月 16~20 日 1次郡山駐屯地

21歳 ~9 月 9 日
3 ~Z(空) 11月 17 日 ~12月 13 日 海 ・空尉

一般曹候補学生
18歳以上24歳 8月1日 会津中央自動車学校 修学等年陸限 2年、 卒曹業時
未満者 ~9 月 9 日 1 ~，く 9 月 16 日 内捌iコミュニティセンター 3 W;1>i .海・ 空

郡山市労働福祉会館
2 次 10月 3~8 日 建白設会館相馬支部

127 候 補士
18歳以上27歳 8月 1日 河中央公民館 入隊後 3年以降選考に
未満者 -9月9EI 福島駐屯地 より 3等陸・海・空曹

(6月届出分)

年齢 世帯主名

90 章勇

90 常 者

77 i青人

出生児氏名

出山 駿

瀬谷優人

藤井美 里

柴原直人

大和田啓亮

近内ひかり

死亡者氏名

小針ナカ

矢 吹 タ カ

大野健久

地 区

蒜 生

岩法寺

111奇

南須釜

=と
口

1，719戸(+2) 

7，618人(士 0)

3，740人(+1 ) 

村のようす
(8~7月 1 日現在)

骨

t1 

' 2 

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

地区

中

岩法寺

南須釜

3，878人(-1)

【納
期
曜
は
7
月
お
臼
(
木
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
〕

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

1
期
分

民

国

年

金

7
月
分

村
公
民
館

五
ロ
妓
の
家
に
暫
く
振
り
の
浪
ま
く
ら
夜
半
に
聴
噌
}
ゆ
る
速
さ
海
鳴
り

針

2. 
Jユー‘

里

幼
な
日
の
泥
ん
弔
}
ま
み
れ
に
焚
火
し
て
待
ら
い
し
母
を
ま
た
想
い
虫
す

小
針
み
ね
子

歩
く
こ
と
は
健
康
の
も
と
と
医
岩
は
い
う
鈍
の
一
念
実
行
の
日
日

針

守
次

斌
芋
屋
の
笛
に
背
の
孫
調
子
ピ
リ
は
や
く
は
や
く
と
わ
れ
を
あ
ゆ
ま
す

曲
山
き
く
み

畦
道
を
駆
け
つ
戻
リ
つ
小
犬
に
も
動
け
る
範
囲
の
紐
が
つ
い
て
い
る

針

愛
子
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泉
・
須
釜
両
中
学
校
創
立
回
周
年
記
念
特
集

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷9 玉川村役場包(0247)57 -3101編集/総務課印刷/(布円谷印刷(毎月 15日発行)

よ
歪
が
須
釜
申
に
勤
務
さ
れ
た

キ
ツ
力
ケ
は
・
.. 

「
復
員
後
、
家
族
の
疎
開
先
の
小

高
に
住
ん
で
い
る
と
き
草
野
啓
作

先
生
か
ら
『
須
釜
中
の
先
生
が
足

り
な
い
の
で
協
力
し
て
く
れ
な
い

か
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
教
職
に
入

る
キ
ッ
カ
ケ
で
し
た
」

ー
須
釜
中
が
開
校
さ
れ
た
当
時
の

様
吾
は
い
か
が
で
し
た
か
。

「
小
学
校
の
校
舎
の
奥
を
間
借
り

し
て
授
業
を
し
ま
し
た
口
昭
和
お

年
に
新
校
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た

が
、
私
は
残
念
な
が
ら
そ
の
校
舎

に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。」

ー
教
科
は
何
を
担
当
さ
れ
て
い
た

ん
で
す
か
。

「
英
語
を
担
当
し
ま
し
た
け
ど
、

先
生
が
少
な
か
っ
た
の
で
国
語
や

恩
師
を
訪
ね
て
②

社
会
も
教
え
ま
し
た
。
で
も
音
楽

は
苦
手
で
し
た
の
で
北
傑
多
磨
吉

校
長
先
生
に
代
わ
り
に
や
っ
て
い

た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。」

ー
ク
ラ
ブ
活
動
の
思
い
出
は
?

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
を
し

ま
し
た
。
泉
中
学
校
と
練
習
試
合

シリーズ「たまかわの俗地名J

『ポンカリ』の由来(蒜生)

中央大学法学部卒。I主婦の友j社に勤務後、

応召し中国へ。終戦後、教員となり須室、野
木沢、石川|、小平、中省の各申学校に勤務して

昭和48年 3月中谷申学校校長を最後に退職。
現在、石川町長寿会連合会長、石川地方老人ク

ラブ連合会長として活躍。石川町古町の自宅

に奨さんと長男夫婦孫の7人暮らし。 81歳。

を
や
っ
て
完
敗
し
て
子
供
た
ち
が

大
声
で
泣
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。」

l
小
高
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
し
て

通
わ
れ
た
ん
で
す
か
。

「
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。
高
原
博

司
先
生
と

一
緒
に
歩
き
ま
し
た
。
」

ψ
 

地
域
の
昔
人
達
が
生
活
m
Y沖
で
係
わ

り
を
も
ち
由
来
や
伝
説
に
因
ん
だ
農

地
、
土
地
、
地
形
等
に
俗
地
名
と
い
わ

れ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
地
名
が
蒜
生
地
区

内
に
も
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
戦
後
の
急
激
な
社
会
変
革
、

特
に
農
地
構
造
の
改
善
事
業
に
よ
り
地

名
、
地
形
等
の
由
来
と
共
に
伝
承
さ
れ

て
き
た
俗
地
名
を
現
代
生
活
の
中
か
ら

言
葉
に
す
ら
語
ら
れ
る
こ
と
な
く
消
滅

し
そ
う
な
現
実
を
見
る
と
何
か
淋
し
さ

を
感
じ
ま
す
。
ふ
る
里
の
歴
史
を
貴
重

な
文
化
遺
産
と
し
て
社
会
が
ど
ん
な
に

変
化
し
よ
う
と
も
忘
れ
去
る
こ
と
な
く

き

だ

し

げ

木

田

重

よ
し喜

先
生

ー
最
近
も
教
え
予
と
の
交
流
は
あ

り
ま
す
か
。

「
5
年
く
ら
い
前
に
同
級
会
に
招

待
さ
れ
ま
し
た
口
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
昨
年
は
教
え
子
の

還
暦
に
招
か
れ
ま
し
た
」

ム
歪
の
ご
趣
昧
、
又
は
近
況
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
趣
味
は
、

読
書
と
か
音
楽
を
聴

く
こ
と
で
す
。
音
楽
は
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
な
ん
で
も
聴
き
ま
す
」

剖
歳
に
は
見
え
な
い
若
々
し
さ

が
印
象
的
で
し
た
。
戦
後
の
貧
し

い
時
期
で
し
た
が
心
は
と
て
も
豊

か
で
、
良
い
生
徒
と
地
域
の
人
た

ち
に
恵
ま
れ
て
楽
し
か
っ
た
こ
と

を
何
度
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
思
師
の

ご
紹
介
在
事
集
し
て
い
ま
す
。

正
し
く
伝
承
し
た
い
も
の
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
蒜
生
区
内
の
俗
地
名

を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
鬼
測
地
内
に

「
ポ
ン
カ
リ
」
と
吾一
口
わ
れ
て
い
る
地
名
が

こ
ろ・
7

あ
り
ま
す
。
古
老
達
か
ら
の
話
し
に
よ

る
と
明
治
の
中
期
ま
で
水
車
小
屋
が
あ

り
夜
昼
な
く
「
ポ
ン
カ
ン
、
ポ
ン
カ
ン
」

と
杵
音
を
響
か
せ
て
い
た
こ
と
か
ら

「
ポ
ン
カ
リ
ポ
ン
カ
リ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

場
所
は
現
在
、
玉
川
運
送
さ
ん
の
車
庫

付
近
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

(
真
弓
政
典
)
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一東京玉川会員だより一

f緑と誤和のとれた発展をj

神
奈
川
厚
木
市

吉
村
悦
男
さ
ん
(
南
須
釜
出
男
)

こ
こ
数
年
、
異
常
気
象
に
見
舞
わ

れ
農
業
を
さ
れ
て
い
る
方
は
い
ろ
い

ろ
と
苦
労
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま

す
が
、
玉
川
村
の
皆
様
お
元
気
に
お

過
ご
し
で
す
か
。

二
年
に
一
度
位
は
故
郷
に
帰
っ
て
お

り
ま
す
が
、
帰
る
度
に
村
が
発
展
し
、

遂
に
は
福
島
空
港
が
出
現
し
た
の
に

は
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

四
十
数
年
前
、
村
を
後
に
し
上
京
す

る
時
に
は
、
想
像
も
出
来
な
い
事

で
し
た
。
あ
の
故
郷
の
山
が
無
く
な

り
近
代
的
な
空
港
が
出
現
し
た
の
で

す
か
ら
・
・
・
。

「
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ち
ら
で
す

か
?
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
「福
島

県
の
玉
川
村
で
す
。
」
と
答
え
て
も

以
前
は
首
を
か
し
げ
る
人
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
「
福
島
空

港
の
あ
る
所
で
す
よ
」
と
胸
を
張
っ

て
答
え
る
と
す
ぐ
に
納
得
し
て
貰
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
島
県
の
玄
関
と
し
て
、
多
く
の

方
が
効
率
良
く
、
多
目
的
に
時
代
を

先
取
り
し
て
暮
ら
し
良
く
な
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

東
京
玉
川
会
に
は
二
度
出
席
し
て

い
ま
す
が
、
会
の
役
員
並
び
に
村
役

場
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
盛
大

に
行
わ
れ
て
お
り
同
級
生
数
人
と
一

緒
に
参
加
さ
せ
て
戴
い
て
い
ま
す
。

昔
な
じ
み
の
生
の
情
報
を
聞
い
た
り

又
昔
話
に
花
が
咲
き
、
尽
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
二
次
会
に
ま

で
進
展
し
、
名
残
り
を
惜
し
み
な
が

ら
ま
た
の
再
会
を
楽
し
み
に
解
散
す

る
と
い
う
次
第
で
す
。

最
後
に
私
の
望
み
を
一
言
申
し
上

げ
ま
す
と
、
村
の
発
展
も
勿
論
大
切

で
す
が
、
故
郷
に
帰
っ
て
気
持
ち
が

落
ち
着
く
の
は
、
子
供
の
頃
に
良
く

遊
ん
だ
山
や
川
を
見
る
こ
と
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
緑
と
調
和
の
取
れ
た

村
の
発
展
を
望
ん
で
止
み
ま
せ
ん
。




